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おばま議会だより❷❸おばま議会だより

12 
月 

定 

例 

会 

の 

概 

要

ー平成 25 年第 4 回定例会採決結果ー

全＝賛成全員（可決・採択）　多＝賛成多数（可決・採択）　否＝賛成少数（否決・不採択）
○＝賛成　×＝反対　欠＝出席せず　除＝除斥（規定により採決に加われない）
池尾正彦議員は議長のため採決には加わっておりません。

【可決した平成25年度補正予算】

会計名 既決予算額 12 月補正額 合計

一般会計 161 億 6,034 万円 14 億 7,397 万円 176 億 3,431 万円

特別会計 88 億 7,232 万円 1,102 万円 88 億 8,334 万円

企業会計 9 億 1,207 万円 498 万円 9 億 1,705 万円

項目                  件         名

予算

平成 25 年度小浜市一般会計補正予算（第 6 号）

平成 25 年度小浜市簡易水道事業特別会計補正予算（第 3 号）

平成 25 年度小浜市下水道事業特別会計補正予算（第 2 号）

平成 25 年度小浜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）

平成 25 年度小浜市漁業集落環境整備事業特別会計補正予算（第２号）

平成 25 年度小浜市水道事業会計補正予算（第２号）

条例 小浜市職員の再任用に関する条例の制定について

その他 小浜市防災行政無線整備その２工事請負契約に関する変更契約の締結について

人事

教育委員会委員の任命について（辻弘美氏）

教育委員会委員の任命について（川端正氏）

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（上田知栄子氏）

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（田村由美子氏）

新副議長の紹介

第54代小浜市議会　副議長

三木　尚　議員
（59歳・下加斗）

賛否が分かれた議案等

項 

目
件 

名

採 

決 

結 

果

 

藤
田　
靖
人

 

西
本　
清
司

 

小
澤　
長
純

 

今
井　
伸
治

 

能
登　
恵
子

 

松
崎　
圭
一
郎

 

池
田　
英
之

 

下
中　
雅
之

 

三
木　
尚

 

垣
本　
正
直

 

藤
田　
善
平

 

風
呂　
繁
昭

 

富
永　
芳
夫

 

清
水　
正
信

 

池
尾　
正
彦

 

宮
崎　
治
宇
蔵

 

山
本　
益
弘
賛 

成
反 

対

条例

小浜市営駐車場設置および管理条例の一部改正について 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 15 1

小浜市衛生管理所設置および管理条例の一部改正について 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 15 1

小浜市廃棄物の処理および清掃に関する条例の一部改正について 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 15 1

小浜市農業集落排水処理施設の設置および管理に関する条例の一部改正
について 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 15 1

小浜市漁業集落排水処理施設の設置および管理に関する条例の一部改正
について 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 15 1

小浜市下水道条例の一部改正について 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 15 1

小浜市水道事業給水条例の一部改正について 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 15 1

小浜市簡易水道設置条例の一部改正について 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 15 1

請願 日本軍「慰安婦」問題の法的解決を急ぐことを求める意見書の提出を求
める請願 否 × × × × ○ × × × × × × × 欠 × ○ × 2 13

陳情

新規制基準に基づく原発の再審査を行わないことを求める意見書の提出
を求める陳情 否 × × × × ○ × × × × × × × × × ○ × 2 14

「原発事故子ども・被災者支援法」基本方針案の見直し、基本方針の改
定を求める意見書の提出を求める陳情 否 × × × × ○ × × × × × × × × × ○ × 2 14

要支援者を介護予防給付から外すことに反対する意見書の提出について
の陳情 全 欠 欠 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 0

子ども・子育て支援新制度をすべての幼い子どもの育ちを支える制度と
するための意見書提出を求める陳情 否 × 欠 × × ○ × × × × × × × × × ○ × 2 13

フリーゲージトレイン（FGT）を導入せず、特急「サンダーバード」「し
らさぎ」の存続を求める意見書採択のための陳情 否 × × × × × × × × × × × × × × ○ × 1 15

TPP 交渉からの撤退を求める意見書提出を求める陳情 否 × × × × ○ × × × × × × × × × ○ × 2 14

要支援者への予防給付（訪問介護・通所介護）を介護給付として継続す
ることについての意見書提出に関する陳情 全 欠 欠 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0

意見書 要支援者への予防給付（訪問介護・通所介護）を介護給付として継続す
ることについての意見書 全 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0

全員賛成で可決、同意した議案等

【採決表示ボタン】

　

平
成
25
年
第
４
回
定
例
会

は
11
月
29
日
か
ら
12
月
19
日

ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
各
会
計

の
補
正
予
算
案
を
は
じ
め
、

条
例
そ
の
他
議
案
が
提
出
さ

れ
、慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、定
例
会
初
日
に
は
、

池
田
英
之
議
員
が
、
副
議
長

職
の
辞
職
届
を
提
出
し
、
本

会
議
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
副

議
長
選
挙
で
、
三
木
尚
議
員

が
当
選
し
、
第
54
代
副
議
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

主
な
条
例

◆
小
浜
市
職
員
の
再
任
用
に

　
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
い
て

賛
成
全
員
で
可
決

◆
小
浜
市
営
駐
車
場
設
置
お

　
よ
び
管
理
条
例
の
一
部
改

　
正
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

　
提
出
を
求
め
る
陳
情
に
つ

　
い
て

賛
成
少
数
で
不
採
択

◆
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン

　
（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
）
を
導
入
せ
ず
、

　
特
急「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」

　
「
し
ら
さ
ぎ
」
の
存
続
を

　
求
め
る
意
見
書
採
択
の
た

　
め
の
陳
情	

　
　
　
賛
成
少
数
で
不
採
択

◆
政
府
に
米
の
需
給
と
価
格

　
に
責
任
を
も
つ
米
政
策
の

　
確
立
を
求
め
る
意
見
書
提

　
出
に
つ
い
て
の
陳
情

　
　
　
継
続
審
査

意
見
書

◆
要
支
援
者
へ
の
予
防
給
付

　
（
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
）

　
を
介
護
給
付
と
し
て
継
続

　
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意

　
見
書	

　
　
　
　
賛
成
全
員
で
可
決

人
事
案
件

◆
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い

　
て
（
辻　
弘
美
氏
）

　
賛
成
全
員
で
同
意

◆
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い

　
て
（
川
端　
正
氏
）

　
賛
成
全
員
で
同
意

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

　
つ
い
て（
上
田
知
栄
子
氏
）

　
　
　
　
賛
成
全
員
で
同
意

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

　
つ
い
て（
田
村
由
美
子
氏
）

　
　
　
　
賛
成
全
員
で
同
意

請
願

◆
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
問
題

　
の
法
的
解
決
を
急
ぐ
こ
と

　
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　
を
求
め
る
請
願

　
　
　
　
　
（
継
続
審
査
分
）

賛
成
少
数
で
不
採
択

主
な
陳
情

◆
新
規
制
基
準
に
基
づ
く
原

　
発
の
再
審
査
を
行
わ
な
い

　
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の

　
提
出
を
求
め
る
陳
情
に
つ

　
い
て

賛
成
少
数
で
不
採
択

◆
要
支
援
者
を
介
護
予
防
給

　
付
か
ら
外
す
こ
と
に
反
対

　
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

　
い
て
の
陳
情

賛
成
全
員
で
採
択

◆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

　
制
度
を
す
べ
て
の
幼
い
子

　
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
制

　
度
と
す
る
た
め
の
意
見
書
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食
の
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
５
２
５
万
円

【
説
明
】
食
文
化
館
を
再
整

備
す
る
た
め
の
設
計
委
託

料
。

【
問
】
活
性
化
計
画
案
に
つ

い
て
の
全
体
計
画
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
中
に
ま
と
め
る

と
い
う
考
え
だ
と
思
う
が
、

今
の
進
捗
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
調
査
を
し
た
の
か
。

【
答
】
小
浜
市
の
認
知
度
や

来
訪
者
の
旅
行
形
態
に
つ
い

て
調
べ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
調
査
や
、

携
帯
電
話
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を

利
用
し
て
一
定
の
範
囲
内
で

観
光
客
が
ど
う
い
う
移
動
を

し
て
い
る
か
の
調
査
を
行
っ

た
。
調
査
結
果
で
は
、
川
崎

地
区
で
の
滞
在
時
間
は
、
４

時
間
ぐ
ら
い
と
あ
ま
り
長
く

な
い
の
で
、
少
し
で
も
長
く

滞
在
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
食
と
文
化
の
基
本

調
査
に
つ
い
て
は
、
伝
統
行

事
の
現
地
調
査
と
映
像
記
録

を
行
う
分
の
２
本
立
て
に

な
っ
て
い
る
。

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
運
営

管
理
経
費

１
６
４
万
２
０
０
０
円

【
説
明
】健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

機
能
回
復
訓
練
室
の
ほ
か
改

修
工
事
で
、
現
在
庁
内
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
移
設
し

て
、
保
健
と
介
護
予
防
事
業

を
一
体
的
に
行
っ
て
い
く
。

【
問
】
移
転
は
い
つ
ご
ろ
で
、

相
談
室
を
設
置
す
る
場
合
、

し
っ
か
り
し
た
個
室
を
考
え

て
い
る
の
か
。

【
答
】
平
成
26
年
の
早
い
う

ち
に
は
移
転
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
し
っ
か
り
と
区

切
っ
た
中
で
、
外
か
ら
も
見

え
な
い
よ
う
に
、
個
室
の
相

談
室
を
考
え
て
る
。

農
林
水
産
業
関
連
災
害
復

旧
費
等
８
億
７
３
０
１
万

９
０
０
０
円

【
説
明
】
今
回
は
市
内
全
体

が
激
甚
災
害
指
定
を
受
け
る

ほ
ど
深
刻
、
か
つ
広
範
囲
に

被
害
が
及
ん
で
お
り
、
ほ
ぼ

全
て
災
害
関
係
費
用
。

◆
議
案
第
60
号　
小
浜
市
職

員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

【
説
明
】
定
年
退
職
者
等
の

再
任
用
に
必
要
な
事
項
を
定

め
る
条
例
を
制
定
す
る
。

【
問
】
再
任
用
希
望
者
は
、

見
込
み
で
ど
れ
く
ら
い
で
、

給
料
は
い
く
ら
か
。

【
答
】
定
年
退
職
者
は
４
名

で
そ
の
方
が
対
象
者
で
あ

る
。
週
31
時
間
勤
務
で
、
月

額
17
万
円
程
度
の
給
料
。

◆
議
案
第
84
号　
小
浜
市
防

災
行
政
無
線
整
備
そ
の
２
工

事
請
負
契
約
に
関
す
る
変
更

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

【
説
明
】
国
富
地
区
、
松
永

地
区
、
遠
敷
地
区
に
お
け
る

山
沿
い
の
地
域
で
、
電
波
が

届
き
に
く
い
地
域
が
あ
り
気

象
状
況
に
よ
り
電
波
の
不
通

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
設

置
す
る
屋
外
拡
声
子
局
の
う

ち
の
４
局
に
再
送
信
機
器
を

増
設
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
再
送
信
子
局
１
局
を
増
設

す
る
。

【
問
】
増
額
分
に
は
電
波
の

再
調
査
の
経
費
も
含
ま
れ
て

産
業
教
育
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
12
月
補
正
）

委　

員　

会　

審　

査

◆
陳
情
第
17
号　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
か
ら
の
撤
退
を
求
め
る
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
に

つ
い
て

【
意
見
】
平
成
25
年
６
月
に

当
議
会
よ
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

関
し
反
対
す
る
内
容
の
意
見

書
を
国
に
提
出
し
て
お
り
、

整
合
性
等
を
踏
ま
え
取
り
扱

う
べ
き
。

【
意
見
】
現
在
、
国
の
責
任

に
お
い
て
情
報
を
開
示
し
な

い
こ
と
を
条
件
と
し
て
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
に
参
加
し
、
中
身
に

つ
い
て
外
交
的
な
交
渉
中
で

あ
り
、
現
段
階
に
至
っ
て
は

地
方
議
会
か
ら
交
渉
の
撤
退

を
求
め
る
旨
の
意
見
を
申
し

上
げ
る
様
な
場
面
で
は
な

い
。

い
る
と
の
こ
と
で
、
最
初
の

基
本
設
計
で
の
調
査
が
不
十

分
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】
基
本
設
計
は
机
上
で

の
調
査
で
あ
り
、
実
際
に
機

器
の
設
置
や
個
別
受
信
機
を

配
布
し
、
受
信
状
況
に
つ
い

て
調
査
し
た
結
果
、
不
具
合

が
発
生
し
増
設
と
な
っ
た
。

◆
請
願
第
１
号　

日
本
軍

「
慰
安
婦
」
問
題
の
法
的
解

決
を
急
ぐ
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

【
意
見
】
今
の
政
府
の
対
応

で
十
分
で
は
な
い
か
と
思

う
。
政
府
の
対
応
に
任
せ
る

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
取

り
上
げ
る
必
要
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。

◆
陳
情
第
14
号　
要
支
援
者

を
介
護
予
防
給
付
か
ら
外
す

こ
と
に
反
対
の
意
見
書
提
出

に
つ
い
て
の
陳
情

◆
陳
情
第
18
号　
要
支
援
者

へ
の
予
防
給
付（
訪
問
介
護・

通
所
介
護
）
を
介
護
給
付
と

し
て
継
続
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る

陳
情

【
意
見
】
予
防
給
付
の
90
％

占
め
る
訪
問
介
護
と
通
所
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
市
町
村
に
委

ね
ら
れ
る
と
、
小
浜
市
の
財

政
が
厳
し
い
中
、
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
が
起
こ
り
、
他
の
市

町
村
と
の
格
差
も
大
き
く

な
っ
て
く
る
。

の
活
動
の
重
要
性
な
ど
貴
重

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
11
月
14
日
に
開

催
し
た
京
都
府
亀
岡
市
議
会

と
の
意
見
交
換
会
で
は
、
互

い
の
福
井
県
、
京
都
府
の
現

状
把
握
や
若
狭
ル
ー
ト
の
重

要
性
な
ど
を
再
確
認
し
、
定

期
的
に
意
見
交
換
会
の
実
施

を
約
束
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
内
の
各
種
団

体
や
沿
線
自
治
体
と
の
意
見

交
換
会
を
通
し
、
連
携
を
深

め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

若
狭
ル
ー
ト
は
日
本
の
国

土
軸
を
形
成
す
る
上
で
は
、

不
可
欠
な
ル
ー
ト
で
す
。
小

浜
市
議
会
で
は
、
早
期
実
現

に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

小
浜
市
議
会
で
は
、
平
成

25
年
第
２
回
定
例
会（
６
月
）

で
、
北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー

ト
の
早
期
着
工
に
向
け
た
取

り
組
み
、
お
よ
び
調
査
研
究

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、「
北

陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト
早
期

実
現
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
６
月
に
、
敦
賀

駅
ま
で
は
着
工
認
可
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
敦
賀
以
西

に
つ
い
て
は
、
昭
和
48
年
に

「
小
浜
市
付
近
を
通
る
若
狭

ル
ー
ト
」
が
閣
議
決
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
正
式
な
ル
ー

ト
、
駅
な
ど
は
未
発
表
で
あ

り
ま
す
。
当
議
会
は
、
整
備

方
針
の
早
期
策
定
に
向
け
て

小浜商工会議所との意見交換会
と　き：平成 25 年８月 28 日
ところ：小浜市役所庁舎内

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

意
見
書
可
決

　

小
浜
市
議
会
で
は
、
平
成

25
年
第
３
回
定
例
会（
９
月
）

に
お
い
て
、「
北
陸
新
幹
線

若
狭
ル
ー
ト
早
期
整
備
に
関

す
る
意
見
書
」
を
賛
成
全
員

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

閣
議
決
定
さ
れ
た
整
備
計

画
ど
お
り
、
大
阪
ま
で
の
全

線
整
備
方
針
を
早
期
に
策
定

し
、
フ
ル
規
格
に
よ
る
整
備

を
求
め
、
関
係
省
庁
に
送
付

し
、
福
井
県
、
福
井
県
議
会

に
も
要
望
し
ま
し
た
。

市
民
と
連
携

　

若
狭
ル
ー
ト
の
早
期
実
現

の
た
め
に
は
、
地
元
住
民
の

協
力
、
ま
た
沿
線
自
治
体
と

の
連
携
は
不
可
欠
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
25
年
８
月

28
日
に
、
地
元
経
済
を
支

え
る
小
浜
商
工
会
議
所
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
上
野
会
頭
、
山
岸
副
会

頭
、新
谷
副
会
頭
を
は
じ
め
、

同
会
議
所
内
の
交
通
開
発
委

員
の
皆
様
に
出
席
し
て
い
た

だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

の
成
果
や
今
後
の
地
域
住
民

県議会北陸新幹線整備促進議員連盟会長
の山本文雄議員（右）に要望書を手渡す
垣本委員長

【平成 25 年 10 月 10 日：県議会議事堂】

亀岡市議会との意見交換会
と　き：平成 25 年 11 月 14 日
ところ：亀岡市役所庁舎内（京都府）

　　　　北陸新幹線若狭ルート
　　　  早期実現に向けて

委
員
長

　
垣
本　
正
直

副
委
員
長

　
能
登　
恵
子

　
池
尾　
正
彦

　
富
永　
芳
夫

　
下
中　
雅
之

　
池
田　
英
之

　
松
崎　
圭
一
郎

　
小
澤　
長
純

　
藤
田　
靖
人

北陸新幹線若狭ルート
早期実現特別委員会



おばま議会だより❻❼おばま議会だより

12 月定例会で

可決した意見書

要支援者への予防給付（訪問介護・

通所介護）を介護給付として継続

することについての意見書

　要支援者を対象とした介護予防事業を
しっかりと進めれば、介護が必要な高齢
者の増加を抑制することができる。しか
し、要支援者を保険給付から外すことに
より、高齢者の重症化が進み、介護保険
財政の圧迫につながる可能性が生じるこ
とになる。
　よって、今後高齢者が増える中で、安
心して介護給付が受けられるよう下記の
事項について強く要望する。

記
1. 要支援者に対する給付を地域支援事業
　に移行せず、今までどおり介護予防給
　付で行うこと。

（一部抜粋）

議会報告会

　11月２日に中名田、加斗、小浜地区の各公民館で議会報告会を開催しました。
報告の内容は、「議会改革の取り組み」「9月定例会」「防災」の３つのテーマが
中心で、その後、意見交換会を行いました。３会場で合計66人の市民の皆様に
お越しいただき、貴重なご意見を数多くいただきました。（写真は加斗公民館）　

●
市
か
ら
の
災
害
避
難
対
応

　
の
情
報
は
、
各
地
の
事
情

　
を
把
握
さ
れ
て
い
な
い
の

　
で
は
な
い
か
。
各
地
域
で

　
は
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い

　
の
か
。

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

　
い
て
、
市
外
等
の
参
加
者

　
が
多
く
、
地
元
の
方
が
少

　
な
か
っ
た
の
で
、
地
元
の

　
方
も
参
加
で
き
る
体
制
も

　
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

●
区
長
要
望
を
し
て
い
る

　
が
、
要
望
に
対
す
る
回
答

　
が
な
い
。

●
芝
居
小
屋
の
活
用
に
つ
い

　
て
活
性
化
に
繋
が
る
の
か

　
疑
問
で
す
。
議
員
は
ど
の

　
よ
う
な
考
え
か
。

な
ど
数
多
く
の
ご
質
問
、
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
意
見

が
あ
っ
た
の
？

●
議
員
は
も
っ
と
理
事
者
に

　
厳
し
く
、
ま
た
言
い
放
し

　
で
は
だ
め
だ
。

●
市
民
の
意
見
を
聞
い
た
議

　
員
の
声
や
選
挙
時
の
マ
ニ

　
フ
ェ
ス
ト
は
議
会
に
反
映

　
さ
れ
て
い
る
の
か
。

●
台
風
18
号
で
、
床
下
浸
水

　
の
被
害
を
受
け
た
の
で
す

　
が
、
そ
の
後
の
台
風
接
近

　
に
、
対
策
と
し
て
土
嚢
を

　
市
担
当
者
に
要
望
し
た
ら

　
個
人
で
は
な
く
区
長
を
通

　
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。

　
被
害
後
の
報
告
や
指
導
、

　
対
策
が
欲
し
か
っ
た
。

議
会
報
告
会
は
必

要
な
の
？

　

本
年
度
２
回
目
の
開
催
に

な
る
議
会
報
告
会
。
各
会
場

の
参
加
者
は
、

中
名
田
公
民
館
・
・
・
12
人

加
斗
公
民
館　
・
・
・
21
人

小
浜
公
民
館　
・
・
・
33
人

で
し
た
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
に
施

行
し
た
小
浜
市
議
会
基
本
条

例
に
よ
り
年
１
回
以
上
議
会

報
告
会
を
開
催
し
、
議
会
の

説
明
責
任
を
果
た
す
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
意

見
を
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
意
見
を
ど
う
議
会
活
動

に
反
映
さ
せ
る
か
に
つ
い
て

は
、議
会
報
告
会
連
絡
会（
議

長
、
副
議
長
、
各
常
任
委
員

長
、
広
報
委
員
長
、
報
告
会

場
の
各
班
長
で
構
成
）
に
お

い
て
意
見
等
の
整
理
を
行

い
、
政
策
討
論
会
な
ど
の
議

論
や
議
会
の
政
策
立
案
、
政

策
提
言
に
生
か
し
ま
す
。

委員等の変更

◆議会運営委員会
　三木　尚　→　藤田　善平

◆議会運営委員会（副委員長）
　三木　尚　→　富永　芳夫

◆原子力発電所安全対策
　　　　　特別委員会（副委員長）
　（欠員）　  →　三木　尚　　

◆公立小浜病院組合議員
　（欠員）　  →　池尾　正彦　
　
　　

【
本
日
の
議
会
報
告
会
】

評
価
す
る　

      

52
・
５
％

評
価
し
な
い　

   

５
・
１
％

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い　
　

　
　
　
　
　
　
　
27
・
１
％

無
回
答　
　
　
　
15
・
３
％

【
興
味
が
あ
る
分
野
】

議
会　
　
　
　
　
16
・
９
％

健
康
・
福
祉　
　
39
・
０
％

環
境　
　
　
　
　
28
・
８
％

ま
ち
づ
く
り　
　
79
・
７
％

産
業　
　
　
　
　
67
・
８
％

教
育　
　
　
　
　
39
・
０
％

【
議
会
だ
よ
り
】

毎
回
見
る　
　
　
66
・
１
％

と
き
ど
き
見
る　
20
・
３
％

あ
ま
り
見
な
い　
13
・
６
％

全
く
見
な
い　

 　

  　
０
％

発
行
を
知
ら
な
い 　

  

０
％

【
自
由
記
載
欄
】（
一
部
抜
粋
）

◆
４
月
か
ら
議
会
基
本
条
例

を
施
行
し
、
議
会
と
し
て
も

市
の
提
案
に
つ
い
て
充
分
な

る
審
議
や
意
見
を
反
映
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
大

い
な
る
政
策
討
論
を
行
っ
て

提
言
な
ど
の
手
法
に
よ
り
議

会
の
使
命
を
果
た
し
て
い
た

だ
き
た
い
。　
　
　
　
　
　

◇　
　
　
◇

◆
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

今
後
、
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
議

論
で
き
れ
ば
よ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
︵
59
名
が
回
答
︶

◆
一
般
質
問
を
さ
れ
る
議
員

が
半
数
く
ら
い
と
極
端
に
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般

質
問
は
議
員
に
と
っ
て
提

案
、
提
言
を
す
る
大
き
な
任

務
と
な
っ
て
い
て
、
あ
る
意

味
義
務
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
◇　
　
　
◇　

◆
住
民
が
直
接
議
会
の
報
告

を
受
け
る
貴
重
な
機
会
な
の

に
参
加
が
少
な
く
て
残
念
で

し
た
。
参
加
を
促
す
工
夫
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

住
民
も
意
識
を
持
た
な
い
と

い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

◆
文
章
を
読
み
上
げ
る
だ
け

の
報
告
会
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
議
員
の
市
会
議
員
と
し

て
の
気
持
ち
（
熱
意
）
が
伝

わ
っ
て
こ
な
い
。
こ
れ
で
は

参
加
者
は
議
員
の
言
葉
は
右

か
ら
左
へ
と
瞬
時
に
流
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

◆
多
く
の
住
民
が
参
加
し
た

く
な
る
議
会
報
告
会
に
な
る

よ
う
に
努
力
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
◇　
　
　
◇　

◆
報
告
会
で
は
な
く
、
議
会

へ
課
題
を
取
り
上
げ
、
夢
の

あ
る
意
見
交
換
の
場
に
し
て

ほ
し
い
。

　
　
　
◇　
　
　
◇　

◆
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配

布
に
つ
い
て
く
わ
し
く
お
話

を
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
現
状

に
つ
い
て
も
知
り
た
い
。

中名田公民館の議会報告会

水害ボランティアの受付



【
問
①
】
公
共
施
設
の
今

後
の
耐
震
化
計
画
の
対
策

に
つ
い
て
。

【
答
】
市
民
体
育
館
は
国

体
開
催
に
合
わ
せ
、
平
成

26
年
度
に
実
施
設
計
、
27

年
度
に
耐
震
化
工
事
の
予

定
。
文
化
会
館
や
公
民
館

等
の
施
設
は
そ
の
後
、
耐

震
性
の
低
い
施
設
か
ら
財

政
状
況
を
勘
案
し
取
組
む
。

【
問
②
】
原
子
力
災
害
を

含
め
た
防
災
拠
点
と
し

て
、
小
浜
市
総
合
防
災
セ

ン
タ
ー
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
答
】
小
浜
市
の
防
災
セ

ン
タ
ー
は
若
狭
消
防
署
の

若
狭
防
災
セ
ン
タ
ー
と
兼

ね
て
い
る
が
、
施
設
規
模

か
ら
災
害
時
に
お
け
る
防

災
セ
ン
タ
ー
設
備
は
不
十

分
で
あ
り
災
害
時
の
拠
点

施
設
と
し
て
は
活
用
で
き

て
い
な
い
。
近
年
の
災
害

の
甚
大
化
や
、
災
害
種
別

の
多
様
化
等
に
対
応
す
る

た
め
、
災
害
時
の
拠
点
施

設
と
し
て
総
合
的
な
防
災

セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
は
認

識
し
て
い
る
。
長
期
的
視

野
に
立
ち
防
災
セ
ン
タ
ー

の
整
備
を
検
討
す
る
。

【
問
③
】
避
難
所
の
非
常

用
備
品
と
人
員
配
置
の
見

直
し
が
必
要
と
思
う
が
。

【
答
】
こ
の
度
の
台
風
の

対
応
を
検
証
し
、
施
設
の

避
難
者
数
に
大
き
な
差
が

あ
っ
た
。
備
蓄
物
資
や
資

機
材
の
増
強
、
人
員
の
再

配
置
な
ど
を
検
討
す
る
。

【
問
④
】
災
害
を
教
訓
に

職
員
体
制
や
将
来
の
公
民

館
の
あ
り
方
を
伺
う
。

【
答
】
将
来
、
市
長
部
局

所
管
に
切
り
替
え
も
視
野

に
防
災
拠
点
の
役
割
を
含

め
事
業
内
容・運
営
管
理・

職
員
体
制
等
、
地
域
の
拠

点
化
を
検
討
中
で
す
。

【
問
⑤
】
台
風
被
害
か
ら

の
早
期
復
旧
対
応
を
伺

う
。

【
答
】
多
く
の
土
木
業
者

が
受
注
で
き
る
機
会
を
与

え
る
た
め
指
名
選
考
基
準

や
手
持
ち
工
事
の
制
限
を

緩
和
す
る
等
、
特
別
措
置

を
講
じ
て
い
く
。

公民館を地域のコミュニティセンターに検討中

【
問
】
12
月
補
正
総
額

14
億
７
０
０
０
万
円
の
内

９
割
の
約
13
億
円
が
台
風

18
号
に
よ
る
災
害
復
旧
で

あ
り
ま
す
。
財
政
調
整
基

金
15
億
４
０
０
０
万
円
、

松
崎
市
政
で
貯
金
に
力
を

注
い
だ
基
金
も
９
月
補
正

で
３
億
円
、
12
月
補
正
で

１
億
円
、
取
り
崩
し
た
。

こ
う
い
う
時
の
た
め
に
基

金
繰
り
入
れ
は
必
要
か
つ

重
要
で
あ
り
ま
す
。
特
に

人
件
費
の
削
減
で
は
10

年
ほ
ど
前
に
は
、
総
職
員

６
０
０
人
余
り
の
内
、
正

規
職
員
４
０
０
人
余
り
、

非
正
規
職
員
２
０
０
人
余

り
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で

は
総
職
員
数
は
変
わ
ら

ず
、正
規
職
員
３
０
０
人
、

非
正
規
職
員
３
０
０
人
と

な
り
人
件
費
が
約
10
億

円
削
減
さ
れ
た
。
一
方
社

会
保
障
費
は
そ
の
当
時
か

ら
比
べ
る
と
10
億
円
増
加

し
た
、
地
方
交
付
税
１
兆

円
規
模
の
別
枠
加
算
も
廃

止
の
方
向
で
あ
り
、
平
成

25
年
５
月
か
ら
電
気
料
金

４
５
０
０
万
円
値
上
が
り

増
額
し
た
。
小
浜
市
の
行

政
経
営
プ
ラ
ン
の
よ
う
に

民
間
委
託
や
指
定
管
理
者

制
度
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
老

朽
化
対
策
と
来
年
度
予
算

特
別
枠
に
つ
い
て
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

【
答
】
窓
口
業
務
な
ど
民

間
委
託
を
検
討
す
る
。
消

費
税
増
税
を
踏
ま
え
て
負

担
の
公
平
化
の
観
点
か
ら

使
用
料
、
手
数
料
を
精
査

し
て
い
く
。
大
口
ゴ
ミ
有

料
化
、
広
域
的
ゴ
ミ
処
理

も
検
討
し
て
い
る
。
市
民

体
育
館
は
福
井
国
体
に
合

わ
せ
て
、
平
成
27
年
に
耐

震
補
強
施
工
す
る
。「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
な
が
る
予
算
編

成
を
行
い
、
舞
若
自
動
車

道
全
線
開
通
を
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
経

済
の
活
性
化
や
交
流
人
口

の
拡
大
に
つ
な
げ
る
「
賑

わ
い
創
出
推
進
事
業
枠
」

に
積
極
的
に
予
算
化
す
る
。

来年度予算特別枠「賑わい創出推進」！

【
問
】
地
域
防
災
計
画
に

お
い
て
地
域
の
拠
点
と
な

る
公
民
館
の
位
置
付
け
、

職
員
の
役
割
に
つ
い
て
。

【
答
】
公
民
館
の
災
害
時

の
役
割
や
機
能
に
つ
い

て
、
生
涯
学
習
の
教
育
機

関
と
し
て
位
置
付
け
を
考

慮
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

【
問
】
原
子
力
災
害
時
に
、

県
外
避
難
計
画
は
兵
庫
県

に
避
難
す
る
。
こ
の
計
画

は
市
民
に
対
し
て
十
分
な

説
明
、
検
証
を
行
う
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
。

【
答
】
市
民
に
説
明
会
等

に
よ
り
十
分
な
理
解
を
い

た
だ
き
、
そ
の
中
で
出
た

意
見
、
問
題
点
を
対
策
し

改
訂
に
生
か
し
て
い
く
。

【
問
】
少
子
高
齢
化
人
口

減
少
時
代
を
迎
え
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

上
に
お
い
て
雇
用
の
創
出

が
重
要
で
あ
る
。
１
次
産

業
の
生
産
拡
大
、
ブ
ラ
ン

ド
の
向
上
策
、
工
場
の
誘

致
を
計
る
上
で
は
工
業
団

地
の
整
備
が
必
要
。
県
の

支
援
策
が
あ
る
中
、
市
は

整
備
を
ど
う
考
え
る
か
。

【
答
】
儲
か
る
農
林
漁
業

経
営
を
支
援
、
量
的
な
生

産
拡
大
、
質
的
に
高
付
加

価
値
化
を
積
極
的
に
図
っ

て
い
く
。
大
規
模
園
芸
ハ

ウ
ス
の
整
備
を
県
と
連
携

し
て
積
極
的
に
推
進
し
て

い
く
。
県
の
特
別
経
済
対

策
産
業
団
地
整
備
基
金
制

度
を
使
い
、
新
た
な
団
地

の
整
備
を
進
め
た
い
。

【
問
】
ま
ち
の
駅
、
海
の
駅

の
利
活
用
、
運
営
の
あ
り

方
が
重
要
で
あ
り
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

思
う
。
施
設
を
造
れ
ば
活

性
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。

【
答
】
運
営
シ
ス
テ
ム
推

進
体
制
を
検
証
、
民
間
活

力
を
最
大
限
生
か
し
た
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
。

【
問
】
病
院
の
建
物
、
医

療
機
器
は
立
派
だ
が
、
医

師
不
足
に
よ
り
市
民
の
期

待
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
。

【
答
】
最
大
か
つ
緊
急
の

課
題
。
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

利
用
し
、努
力
を
続
け
る
。

安全・安心のまちづくりについて

一般質問

垣本　正直
議員

清水　正信
議員

風呂　繁昭
議員

【
問
①
】　
近
年
、
未
婚
ひ

と
り
親
が
死
別
未
婚
ひ
と

り
親
よ
り
増
加
し
た
。
そ

の
生
活
状
況
は
、
死
別
→

離
別
→
未
婚
と
貧
困
率
が

高
い
中
で
も
よ
り
貧
困
ラ

イ
ン
に
い
る
状
況
に
も
関

わ
ら
ず
、
寡
婦
（
父
）
や

母
子
家
庭
に
あ
る
優
遇
措

置
が
あ
り
ま
せ
ん
。
憲
法

14
条
の
「
法
の
下
に
平

等
・
・
・
」
と
い
う
理
念

か
ら
、「
婚
外
子
の
相
続
差

別
は
違
憲
」
と
の
判
断
も

さ
れ
る
中
、
先
進
地
で
は

「
み
な
し
寡
婦
控
除
」
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
親
の
財

政
状
況
が
、
教
育
に
影
響

を
与
え
る
時
代
、
貧
困
の

連
鎖
を
食
い
止
め
る
た
め

に
も
、
子
ど
も
た
ち
の
将

来
の
た
め
に
も
、
小
浜
市

に
、
み
な
し
寡
婦
控
除
を

求
め
る
。

【
答
】
寡
婦
控
除
に
は
、

経
済
的
に
苦
し
い
ひ
と
り

親
世
帯
を
救
済
す
る
目
的

が
あ
り
、
未
婚
の
親
の
経

済
的
事
情
も
母
子
家
庭
と

変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

保
育
料
を
始
め
、
そ
の
他

関
係
所
管
課
に
お
い
て
、

「
み
な
し
適
用
」
に
つ
い
て

早
急
に
検
討
し
て
い
く
。

【
問
②
】
男
性
介
護
者
が

30
㌫
以
上
に
な
っ
た
現
在
、

ト
イ
レ
の
付
き
添
い
や
下

着
の
買
い
物
な
ど
の
外
出

時
、
偏
見
や
誤
解
を
受
け

る
不
都
合
な
場
面
が
増
え

た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
解

消
の
た
め
「
介
護
マ
ー
ク
」

が
出
来
た
。
小
浜
市
に
お

い
て
も
、
介
護
に
対
す
る

地
域
の
理
解
や
支
援
を
頂

く
た
め
に
、
導
入
を
進
め

て
も
ら
い
た
い
。

【
答
】
認
知
症
の
あ
る
家

族
を
介
護
す
る
中
で
、
有

効
な
手
段
と
考
え
る
。
周

知
と
導
入
を
し
て
い
き
た

い
。

未婚ひとり親に寡婦控除を求める

ページ 氏　名 質　問　項　目

８ 　能登　恵子
・未婚ひとり親に寡婦控除を求める
・「介護マーク」の設置と普及

９ 　風呂　繁昭 ・行・財政改革と経済対策について

９ 　清水　正信 ・安全安心のまちづくりについて

９ 　垣本　正直
・安心して暮らせる街づくりについて
・小浜市の災害時における対応策について

10 　宮崎　治宇蔵
・台風 18 号の被害の検証と防災・治水の抜本対策について
・米の生産調整見直しについて
・1 月に美浜で開催される原発の図上訓練について

10 　小澤　長純
・小学校の英語教育導入について
・原発事故の避難先、安定ヨウ素剤の配布・服用について
・木質バイオマスエネルギーの推進について

10 　下中　雅之 ・小浜市の認知症施策について

11 　西本　清司
・小浜市地域防災計画について
・小浜市の産業振興について
・小浜市の職員体制について

11 　松崎　圭一郎
・災害情報ネットワークの構築について
・拉致問題の行方について

市政を問う ! 一般質問
　12 月定例会では９人の議員が 10、11 日に、市政各般にわ
たり一般質問を行いました。

※一般質問の原稿は発言議員自らが作成しています

能登　恵子
議員

おばま議会だより❽❾おばま議会だより

介護マーク



【
問
①
】
市
地
域
防
災
計

画
の
災
害
の
対
策
に
つ
い

て
、
現
在
の
状
況
、
今
後

の
方
向
性
を
ど
う
考
え
る

の
か
、
特
に
原
子
力
災
害

の
対
策
で
は
放
射
線
管
理

資
格
者
も
必
要
と
考
え
る

が
考
え
方
を
問
う
。

【
答
】
災
害
防
止
の
ハ
ー

ド
面
は
整
備
を
進
め
て
い

る
。
ソ
フ
ト
面
は
各
種
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
・
警

戒
区
域
指
定
等
で
市
民
へ

の
周
知
を
図
っ
て
き
た
。

現
在
は
防
災
行
政
無
線
整

備
や
自
主
防
災
組
織
活
動

の
支
援
補
助
制
度
・
防
災

メ
ー
ル
整
備
等
実
施
し
て

い
る
。
放
射
線
に
関
す
る

有
資
格
者
の
採
用
に
つ
い

て
今
後
検
討
を
し
た
い
。

【
問
②
】
産
業
振
興
に
つ

い
て
、
過
去
の
状
況
か
ら

今
後
の
課
題
や
、
進
め
る

べ
き
方
策
を
問
う
。

【
答
】
こ
の
20
年
間
で
農

林
水
産
業
就
業
人
口
は
58

ら
れ
る
情
報
と
似
通
っ
た

も
の
で
あ
り
、
果
た
し
て

住
民
が
避
難
す
る
際
の
的

確
な
情
報
と
し
て
成
り
得

る
も
の
な
の
か
、例
え
ば
、

台
風
の
状
況
を
刻
々
と
伝

達
す
る
定
点
観
測
カ
メ
ラ

を
増
設
す
る
等
の
方
策
を

講
じ
る
事
は
可
能
か
？

【
答
】
災
害
時
の
カ
メ
ラ

映
像
に
よ
る
現
地
状
況
の

確
認
は
、
非
常
に
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
防
災

関
係
機
関
が
設
置
管
理
す

る
カ
メ
ラ
は
、
現
在
は
五

台
し
か
無
く
、
も
し
設
置

す
る
に
し
て
も
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
利
用
目
的
の
為

の
シ
ス
テ
ム
作
り
等
、
実

施
す
る
に
は
課
題
が
多
く

困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
小

浜
市
独
自
で
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
に
は
、
多
額
の
費

用
を
要
し
現
段
階
で
は
、

整
備
す
る
計
画
は
な
い
。

拉
致
問
題
の
行
方
は

【
問
③
】
集
会
等
へ
の
参

加
者
減
少
へ
の
対
策
は
？

【
答
】
署
名
活
動
等
を
通

じ
て
、
県
民
に
拉
致
・
特

定
失
踪
者
問
題
に
強
い
関

心
を
持
ち
続
け
て
も
ら
う

よ
う
取
り
組
ん
で
行
く
。

㌫
減
少
、
建
設
業
・
製
造

業
は
35
㌫
減
少
、
そ
の
他

サ
ー
ビ
ス
業
は
11
㌫
増

加
。
１
次
産
業
を
市
の
基

幹
産
業
と
位
置
付
け
直
面

課
題
に
取
組
ん
で
い
る
。

将
来
に
残
す
本
市
の
姿

は
、
豊
か
な
自
然
環
境
・

歴
史
文
化
等
多
彩
で
あ
る

が
、
そ
の
た
め
に
は
安
定

し
た
雇
用
の
確
保
に
て
継

続
が
絶
対
条
件
と
考
え

る
。
地
域
特
性
を
生
か
し

た
企
業
の
誘
致
を
積
極
的

に
進
め
て
行
き
た
い
。

【
問
③
】
市
の
職
員
体
制

に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後

の
方
針
、
若
手
職
員
の
抜

擢
等
の
考
え
を
問
う
。

【
答
】
現
在
、
正
規
職
員

54
㌫
、
非
正
規
職
員
46

㌫
で
あ
る
。
５
年
前
と
比

較
し
約
５
億
８
０
０
０
万

円
の
人
件
費
の
削
減
効
果

が
あ
っ
た
が
、
現
在
の
正

規
職
員
数
が
限
界
と
考
え

る
。
今
後
は
施
設
統
合
、

民
営
化
業
務
委
託
等
を
進

め
た
い
。
人
事
の
登
用
は

経
験
や
年
齢
、
実
績
を
基

に
組
織
の
バ
ラ
ン
ス
が
必

要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
評

価
し
実
施
し
て
い
る
。

このまちを次世代にどう引き継ぐのか！

災
害
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
つ
い
て

【
問
①
】
台
風
等
に
よ
る

緊
急
非
難
時
に
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
を
得
る
事
は

出
来
な
い
か
？

【
答
】
台
風
等
の
気
象
災

害
時
の
情
報
入
手
は
、
福

井
地
方
気
象
台
か
ら
福
井

県
を
通
じ
て
防
災
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
或
い
は
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
に
よ
り
、発
表
後
、

直
ち
に
当
市
へ
通
報
さ
れ

る
。
ま
た
、
地
域
の
情
報

は
、
市
職
員
の
パ
ト
ロ
ー

ル
は
当
然
の
事
、
小
浜
土

木
事
務
所
、北
川
出
張
所
、

小
浜
警
察
署
、
若
狭
消
防

署
な
ど
の
防
災
関
係
機
関

と
情
報
交
換
を
行
っ
て
い

る
。

【
問
②
】市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
駆
使
し
て
、
多
方
面

か
ら
多
様
な
情
報
を
得
て

い
る
事
は
分
か
っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
情
報
の
殆
ど

は
、
ロ
ー
カ
ル
放
送
で
得

台風等による緊急避難時の情報の的確化

一般質問

西本　清司
議員

松崎圭一郎
議員

【
問
】
江
古
川
・
北
川
・

野
木
川
・
込
田
川
の
治
水

対
策
に
つ
い
て
。

【
答
】
江
古
川
の
管
理
者

で
あ
る
県
で
は
、
国
が
実

施
し
て
い
る
北
川
の
河
道

掘
削
の
効
果
な
ど
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
江
古
川
の
右

岸
堤
防
の
嵩
上
げ
な
ど
の

対
策
を
検
討
中
で
あ
る
。

北
川
の
河
道
掘
削
は
、
平

成
24
年
度
に
西
津
橋
下
流

約
３
０
０
０
立
方
ⅿ
の
掘

削
が
完
了
し
、
今
年
度
も

２
万
立
方
ⅿ
の
掘
削
に
着

手
し
て
い
る
。

　

野
木
川
に
つ
い
て
は
、

破
堤
し
た
部
分
を
含
む

３
７
０
ⅿ
の
区
間
に
つ
い

て
今
後
、
本
格
的
な
復
旧

工
事
に
取
り
掛
か
っ
て
い

く
。
併
せ
て
県
で
は
、
災

害
復
旧
区
間
下
流
部
の
延

長
約
１
６
０
ⅿ
を
整
備
す

る
も
の
で
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
な
ど
の
護
岸
工

事
と
堤
防
の
嵩
上
げ
な
ど

を
行
う
。

【
問
】
生
産
調
整
の
見
直

し
が
、
小
浜
市
農
業
に
与

え
る
影
響
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。

【
答
】
農
家
が
米
の
生
産

量
の
枠
に
縛
ら
れ
な
く
な

り
、
生
産
量
が
増
大
し
、

価
格
が
暴
落
す
る
ほ
ど
、

米
価
の
先
行
き
が
見
通
せ

な
い
懸
念
が
生
じ
る
。

【
問
】
１
月
22
日
に
美
浜

原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
る
防
災
図
上
訓

練
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
約
50
機
関
１
２
０

人
が
参
加
し
、
オ
フ
サ
イ

ト
セ
ン
タ
ー
参
集
に
よ
る

住
民
退
避
対
応
訓
練
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

台風 18号被害を検証し治水の抜本対策を！

【
問
①
】
小
学
校
英
語
の

開
始
時
期
を
、
現
在
の
五

年
生
か
ら
３
年
生
に
前
倒

し
し
、
５
年
生
か
ら
正
式

の
教
科
に
格
上
げ
す
る
方

針
が
出
さ
れ
た
が
、
高
校

卒
業
時
に
は
、
ほ
と
ん
ど

の
子
が
英
会
話
が
で
き

る
、
そ
ん
な
小
浜
を
目
指

し
て
ほ
し
い
が
、教
育
長・

市
長
の
見
解
を
問
う
。

【
答
】
指
導
者
不
足
・
授

業
時
間
数
等
多
く
の
課
題

が
あ
る
が
、
本
市
は
早
い

時
期
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
。
次
世
代
の
子
ど
も
達

が
国
際
的
な
視
野
を
持
つ

こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
の
発

展
と
交
流
の
拡
大
に
繋
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

【
問
②
】
原
発
事
故
に
お

け
る
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服

用
は
、
避
難
と
同
じ
く
ら

い
重
要
で
あ
る
。
福
島
で

は
多
く
の
住
民
が
服
用
で

き
な
か
っ
た
が
、
事
前
配

布
等
準
備
状
況
を
問
う
。

【
答
】
事
前
配
布
に
つ
い

て
は
、
原
発
か
ら
半
径
５

㍃
圏
内︵
Ｐ
Ａ
Ｚ
︶の
泊・

堅
海
地
区
を
予
定
し
て
い

る
。
Ｐ
Ａ
Ｚ
外
は
、
事
前

配
布
は
せ
ず
、
緊
急
配
備

を
基
本
と
し
、
避
難
経
路

を
配
慮
し
な
が
ら
、
配
布

場
所
を
検
討
し
て
い
く
。

本
年
度
末
に
は
、
小
浜
市

地
域
防
災
計
画
を
改
定
す

る
。

【
問
③
】
林
業
が
衰
退
し

森
林
整
備
が
進
ま
な
い
状

況
に
あ
る
が
、
市
の
間
伐

等
へ
の
支
援
状
況
と
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
】
嶺
南
市
町
・
森
林

組
合
で
調
整
し
な
が
ら
計

画
的
に
実
施
さ
れ
て
お

り
、
応
分
の
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
は
供
給
と
需
要
の
両
面

に
課
題
が
あ
り
、
安
易
に

活
用
が
進
む
状
況
に
は
な

い
が
、
未
利
用
資
源
の
活

用
等
に
よ
り
、
山
村
地
域

の
活
性
化
を
進
め
て
い
く
。

【
要
望
】
本
市
が
、
今
後

取
組
む
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
何
な
の
か
、
明
確
な
姿

勢
を
示
し
て
頂
き
た
い
。

英語が話せる子どもを育てよう！

宮崎治宇蔵
議員

小澤　長純
議員

今月の表紙
しめ縄づくり

　12 月 18 日、今富小学校の児童がしめ
縄作りに挑戦しました。
　同地区の老人クラブの教えのもと、児
童たちは悪戦苦闘しながら、わらを編ん
で正月用の飾りを作り上げました。

議会を傍聴しませんか？
議会を傍聴する手続きは、５階の議会事務局
で住所と氏名を書くだけです。

ー３月定例会の予定ー
２月21日（金）本会議　
２月24日（月）本会議　
３月10日（月）一般質問
３月11日（火）一般質問
３月24日（月）本会議　

おばま議会だより❿⓫おばま議会だより

【
問
①
】
認
知
症
患
者
の

実
態
調
査
に
対
す
る
市
の

考
え
と
情
報
提
供
（
正
し

い
知
識
の
普
及
啓
発
）
に

つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
来
年
度
か
ら
実
施

す
る
、
定
年
齢
認
知
症
検

診
で
の
サ
ン
プ
ル
的
な
調

査
に
よ
り
、
高
齢
者
の
認

知
症
の
実
態
が
あ
る
程
度

把
握
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
情
報
提
供
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
希
望
さ

れ
る
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ

や
民
生
委
員
等
に
対
し
て

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
、
普
及
啓

発
に
努
め
て
い
る
。

【
問
②
】
大
切
な
の
は
相

談
者
の
悩
み
な
ど
に
適
切

に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く

り
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体

的
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

【
答
】包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
し
た
庁
舎
内
の
相
談

室
で
対
応
し
て
い
る
。

【
問
③
】
認
知
症
の
人
が

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た

自
宅
で
暮
ら
し
続
け
、
そ

の
家
族
も
安
心
で
き
る
よ

う
、
標
準
的
な
認
知
症
ケ

ア
パ
ス
の
作
成
と
普
及
を

図
る
と
さ
れ
て
い
る
が
小

浜
市
の
取
り
組
み
に
対
す

る
見
解
を
伺
う
。

【
答
】
現
在
、
小
浜
市
で

は
ま
だ
認
知
症
ケ
ア
パ
ス

は
作
成
し
て
い
な
い
が
、

市
独
自
の
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
の
作
成
・
普
及
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

【
問
④
】
認
知
症
の
早
期

発
見
で
大
事
に
な
る
の

は
、
か
か
り
つ
け
医
の
気

づ
き
や
助
言
が
重
要
と
思

わ
れ
る
が
、
医
師
会
と
の

連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
来
年
度
か
ら
実
施

す
る
認
知
症
検
診
に
お
い

て
、
１
次
検
査
は
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
行
う
が
、

２
次
検
査
の
情
報
提
供
等

に
つ
い
て
は
、
医
師
会
に

協
力
を
お
願
い
し
、
医
師

か
ら
の
所
見
を
い
た
だ
く

予
定
と
し
て
い
る
。
医
師

会
と
は
十
分
な
連
携
の
も

と
、
事
業
の
推
進
を
図
っ

て
い
く
。

総合的な地域ケア体制づくりの推進を！ 下中　雅之
議員

【台風 18 号江古川流域冠水）】　



編
集
後
記

　
12
月
補
正
予
算
14
億
７
０
０
０
万

円
の
内
、
９
割
に
当
る
13
億
円
が
災

害
復
旧
予
算
で
あ
り
、
早
期
の
復
旧

に
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と
痛

感
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
が
安
心
安
全
で
生
活

で
き
る
様
、
防
災
対
策
、
議
会
改
革

（
市
政
報
告
、
意
見
交
換
会
）
等
々
、

強
化
し
な
け
れ
ば
と
編
集
を
通
じ
て

重
責
を
感
じ
ま
し
た
。

　
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
年

が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
良
き
年
で
あ
り
ま
す
様

に
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
（
広
報
委
員　
風
呂
）

若狭高校ラグビー部のガンバリ！

【広報委員会のメンバー】

おばま議会だより⓬

おばま

　市議会だより 　若狭高校は第 93回全国高校ラグビー大会に福井県代表
として出場しました。大阪にある花園ラグビーグラウンド
で行われ、３年ぶり９回目の挑戦でした。
　「ここ数年でラグビーの実力が一番ある学年だ」と太鼓
判を押す朽木雅文監督。監督の言葉通り、スターティング
メンバー 15人中 12 人の３年生が全員入るという３年生
中心のチームでした。
　平成 25 年 12 月 28 日に行われた初戦の相手は福島県
代表の平工業高校。前半はリードで折り返したものの、12
対 14で惜しくも負けてしまいました。

　３年生はこの大会を最後に部活動を引退しました。
卒業後は大学へ進学する者、就職の内定が決まって
いる者と進路はさまざまですが、これからは地域社
会で活躍してくれることを期待しています。

〜３年ぶり９回目の花園への挑戦〜

多くの方々の応援、本当に感謝しています。
ありがとうございました。
　　　　　　　　【若狭高校ラグビー部一同】

【応援にも力が入ります】

議会事務局に直通電話ができました　0770・64・6035

憧れの花園でプレイできたことは、最高の思い出とな
りました。これからは今の２年生を中心に、花園で勝
てるチームになるよう冬場の厳しいトレーニングを頑
張っていきます。
　　　　　　　　　　【新主将　川瀬　湧大（２年生）】




